
        令和３年第２回錦江町議会定例会一般質問 

質問者 質問事項 質問の要旨 質問の相手 

池田行德 トロピカルガー

デン神川の経費

削減と、利用客の

誘致について 

（１） 令和２年度における、指定管理料と燃料費は

どのようなものであったか。 

（２） 重油の購入費用は３００万円までは町が助

成しており町内購入が望まれ、取引店など現

状に問題点はないか。 

（３） 燃料費を削減する方策を行政として、どのよ

うに考えているのか。 

（４） CO₂削減、SDGs の観点から、隣接するビニー

ルハウスを活用して、水の温度を高める方法

は考えられないか。 

（５） 桜島、開聞岳などの景観を最大限に活かした

観光スポット、パワースポットの創設は考え

られないか。 

町 長 

土地、家屋等の財

産相続について 

（１） 最近、住民の中に土地や家屋の財産相続の問

題で悩んでおられる方を見かけるようになっ

た。住民からの要望に充分対応すべきである

と考えるが、これらの専門の相談を受ける相

談窓口の創設など、行政として何らかの手立

ては考えられないか。 

（２） 町への寄付等住民の希望もあるが、町が受け

付ける土地や家屋等にはどのようなものがあ

るか。 

町 長 

 

川越裕子 肝属郡医師会立

病院建て替えに

ついて 

（１） 今回策定された病院型体は公設民営型か。 

（２） ２０５０年本町の人口は4,000人台となるが

基本構想に基づく規模での今回の建替えは適

正であるか。「みなみかぜ」は移転が必要であ

るのか。 

（３） 南大隅町の住民の意見は把握できているの  

か。 

（４） 医師会立病院の基金状況、みなみかぜの経営

状況はどの程度か。 

（５） 多額の起債借入が必要となるが、町民への情

報公開、説明をどう考えるか。 

町 長 

 

要支援者避難に

係る個別支援計

画の作成につい

て 

（１） 本町の台風等災害時における要支援者避難

個別支援計画の進捗状況について伺いたい。

また、ケアマネとの連携を密にし、町として

の計画を位置づける考えはないか。 

町 長 

 

 

 



水口孝俊 防災行政無線の

情報伝達につい

て 

（１） 大隅縦貫道着工、ワイン特区認定等の発表の

必要性をどう考えているのか。 

（２） 火災発生時の出動の発令方法については、適

確だと考えているか。 

町 長 

道路災害防除事

業について 
（１） 国道269号線、城ヶ崎下平地区は平成１９年、

令和２年と豪雨災害が発生した。国道での発生

であるが、本町の崩落事故として対応されたか。 

（２） 城ヶ崎地域の急傾斜地崩壊危険箇所指定は

大根占町時代の標識だが、いつ頃なのか。 

（３） 桜島方面も多大な災害で復旧工事が多かっ

たが、設計変更で海岸道路になった。町では迂

回道路整備が必要だが、安全な方法は考えられ

ないか。 

（４） 道路工事、崩壊危険の工事完了はいつごろ

か。町として家屋調査で危険地域として考慮し

たのか。 

（５） 台地の畑開発を含め、台地等の流末等は考慮

してあるか。 

町 長 

浪瀬亮祐 無利子基金貸付

について 

（１） 町民との公約であり平成３０年３月議会の

質疑において、６月議会を目途に貸付の具体的

要綱、内容を示すと答弁があったがその後どの

ようになっているのか。 

町 長 

空き家の町営住

宅への活用につ

いて 

（１） 空き家を町営住宅として借り上げてリフォ

ームを行い、移住、定住者の住宅確保を図ると

公約をされたが、現在何棟確保できたのか。 

町 長 

久保勇太 コロナ禍におけ

る関係人口・交流

人口維持拡大、産

業振興策につい

て 

（１） コロナ禍において、来町者の減少や様々な交

流事業の中止に伴う交流人口減少に対してどの

ような対策を考えているか。 

（２） 関係人口を維持拡大するために、錦江町ファ

ンクラブ等の公式 SNS と町内事業者、商工会等

が連携し、コロナ禍だからこそオンラインで関

係人口を拡大し、コロナ後に来町頂くための事

前キャンペーン等を展開したりする考えはない

か。 

町 長 

台風などの災害

時期を見据えた

減災防災対策に

ついて 

（１） 災害発生時における災害弱者等の避難や避

難所の運営方法、避難所及び災害対応拠点の強

靭化はどのように考えているか。 

（２） 田代支所のようにインフラを整備するととも

に、災害復旧の迅速化を図るための災害廃棄物

処理計画を早期に策定し、日ごろからの災害弱

者等の避難訓練等、ソフト面とハード面を併せ

た災害対応能力の向上を図る必要があるのでは

町 長 



ないか。 

アフターコロナ

を見据えた地域

振興策・戦略立案

について 

（１） アフターコロナを見据え、地域経済復興のた

めの施策並びに成長戦略を立案し、過疎計画等

に盛り込む考えはないか。 

（２）「２０５０年脱炭素」法を念頭に、本町が国の

食糧供給基地やエネルギー供給基地としての役

割を担うと位置付け、１次産業の高付加価値

化・脱炭素を目指しつつ、再エネの促進区を設

ける等、脱炭素事業を新たな成長の柱とする考

えはないか。 

町 長 

久本晃 IT,ICT への取り

組みについて 

（１） 現状のシステムやホームページ等の運営す

る上での問題や改善すべき点をどのように把

握、管理し、それらに対する対策をどのように

行っているのかお聞かせ願いたい。国がデジタ

ル庁を設置予定、鹿児島県がデジタル推進課を

設置したように、あれば便利だったものから必

須の分野に様変わりしたが、錦江町は今後どの

ように取り組んでいくのか。 

 

町 長 

町営キャンプ場

の運営について 

（１） ５月の連休で神川キャンプ場に町外から多

くの人が来ていた。緊急事態宣言やキャンプ場

の自粛利用は要望でしかない。また、全ての利

用者のマナーがよいわけではないので密になる

事でトラブルやクラスターの発生の可能性があ

る。現状では７～９月のキャンプシーズンにな

ると５月の連休と同じ状態になると思うが、運

営・対策をどう考えているか。 

町 長 

人事について （１） 現在、人事異動が早い人で１年、それ以外

でも２～３年で異動となっている。また引き継

ぎ期間も約１週間と非常に短いと聞いている。

若い世代は全体の業務を知るためには良いと思

うが、それ以外では担当者が変わる事で業務に

支障が出ているように感じる。現在の体制を改

善していく考えはないか。 

町 長 

落司道子 女性参画の拡充

について 

（１） さまざまな場面で男女双方の声が反映され

るためには、特に女性参画の拡充が必要と考え

る。施政方針の中で「高齢者、女性、子どもの

参画社会の実現」を謳っている。また、平成２

７年に策定された「男女共同参画基本計画」に

ついては、見直しがなされているかと思う。そ

の結果もふまえて、本町における現状について

どう捉えているのか。今後、どのように拡充を

町 長 



図っていくのか。 

（２） 子育て、介護中であっても、会議等に参加

しやすい環境づくりも重要と考える。今後、リ

モートでの参加に対応する考えはないか。 

特別国民体育大

会に向けての取

り組み、および自

転車を活かした

観光振興につい

て 

（１） かごしま国体はコロナで延期となり、Ｒ５

年１０月に特別国民体育大会としての開催が決

定された。また、国体の名称も鹿児島大会後、

変更されることから、注目を集める大会となる

が、現時点および今後の運営スケジュールと、

どのように機運を高めていく考えか。 

（２） 県および県内各地でもサイクルツーリズム

の推進に向け、動きがみられる。また、コロナ

禍で自転車の需要が高まっていることから、国

体をきっかけとして、自転車による観光振興に

取り組む考えはないか。 

（３） 今後、県などによりサイクリストの受入環

境が整備されていく中で、受入環境（拠点づく

りや案内標識など）の充実は、観光振興だけで

なく、国体に向けての機運醸成にもつながると

考える。本町においても、受入環境の充実を図

る考えはないか。 

教 育 長 

 

町 長 

小吉昭弘 町長選挙につい

て 

（１）出馬の意向があるのか。 町 長 

 

国道・県道・河川

等の今後の整備

計画について 

（１）大隅縦貫道整備計画について。 

（２）国道 269 号線城ヶ崎復旧工事の状況と今後の

安全対策について。 

（３）神川内之浦線高尾工区道路改良工事の見通し

について。 

（４）神川河川防災改修計画について。 

（５）田代麓川寄洲撤去工事について。 

（６）馬場海岸の堤防老朽化対策の今後の整備計画

について。 

町 長 

 


